
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 道徳の時間において、家庭や地域社会との連携を図った指導は、道徳教育の意義

やねらい、児童の実態について、保護者や地域住民と共通理解を図り、相互の連携・

協力を図ることにつながります。 

 

○ できることから始めましょう。 

 

 

 

 

まずは、学校から情報提供して、道徳の時間について、理解してもらいましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 多様な学習指導の 
構  想 

どうしたらよいか
わからない。 

難しそう。 

道徳通信（学級通信）

技 

・道徳の時間で扱った資料名やねらい 

・児童生徒の書いたワークシートの内容を紹介 

・保護者の感想などを書いてもらう欄     等 

保護者に担

任の想いを

知らせ、理解

してもらい

ましょう。 

授業の様子や児童の感想などを掲載して、児童

のよさや道徳の授業の大切さを知らせていき

ましょう。道徳教育について理解･協力しても

らうよい機会になります。 

＜こんな返信がありました＞ 

○○が大人になって子どもができたら、○○の子どもにも私や

お父さんがしてあげた良いことをしてあげて欲しいと思いま

す。兄弟がたくさんいることは嫌だと思うかもしれませんが、

大人になったら良かったと思えることもいっぱいあるはずだ

よ。いらない命なんてないし、お母さんは子どもが１人、また

1 人と増えるたびに、本当に嬉しかった。一度しかない人生、

一生懸命生きて欲しいと思います。 

 

［内容］ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 ア ゲストティーチャーとして協力してもらう 

○ 「ねらいとする道徳的価値は何か。」、「どの段階で協力してもらうのが効果的

か。」を考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 イ 保護者参加型の授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入段階…実演などをしてもらい、児童の興味･関心を喚起する。 

終末段階…ねらいとする道徳的価値にかかわる体験などについて話をしても

らい、児童が主体的に考えられるようにする。 

道徳の授業の公開 

保護者や地域の方に道徳の授業を公開し、道徳

教育に関心を持ってもらいましょう。理解や協力

をしていただけるきっかけにもなります。家庭用

「彩の国の道徳」を保護者の方に持参してもら

い、一緒に考えてもらうのもよいでしょう。 

地域の方や保護者の参加を得た授業 

地域の方や保護者の道徳教育への理解が深まります。また児童にとっては、大人

から直接学ぶことにより、道徳的価値の理解や人間理解の深まりが期待できます。 

保護者等との事前

の打合せを入念に

行いましょう。 

児童と同じように話合い活動に参加してもらい、保護者も一緒に道徳的価

値について考えてもらう授業です。 

小グループの保護者と 

児童の話合い 

 

どのように参加してもらうか事前に

考えておきましょう。 

・児童と保護者等と全員で話し合う。 

・児童のグループの中に入ってもらう。 

・保護者だけのグループにする。 

保護者等には、何について

話し合うのかなど事前に

連絡しておきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ 児童のワークシートや保護者のコメントは、人に知られたくないことを書いてあ

る場合もあるので、取り扱いに注意しましょう。前もって道徳通信に掲載してもよ

いか確認しましょう。 

○ 家庭や地域社会との連携を教師一人で進めるのは大変です。道徳教育推進教師等

に相談し、学校全体で組織的に進めていくとよいでしょう。 

＜授業に参加した保護者から＞ 

とてもよい授業を受けさせていただき、ありがとうございます。他人への

感謝など、私自身も自分を振り返り、いろいろと反省をしました。娘も同じ

だったようで、夕食を食べながら家族で話しました。他人に優しくなれる、

他人に感謝できるなど、生きていく上で大切だなと改めて思いました。大切

なことを今の子供たちにわかってもらえる授業でした。 

○ ふだん人前で話をする機会がない人が、児童の前で話をすること

は、緊張を伴ったり、プレッシャーを感じたりするものです。保護

者等に大きな負担をかけないために、事前に入念な打合せをしてお

くことが大切です。前もって児童に向けた手紙を書いてもらい、担

任が目を通しておくのもよいでしょう。 

○ 公開授業や保護者参加型授業では、できるだけたくさんの保護者

等に参加してもらうためには、ふだんから担任が道徳教育に対する

想いや熱意を保護者に伝えておくことが大切です。道徳通信（学級

通信）などは効果的です。 

Ｐoｉｎｔ 


